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【４】　

　必要があれば，原子量は次の値を使うこと。


H　1.0
C　12
N　14
O　16
S　32
Ca　40

　次の問い(問１～６)に答えよ。

(配点　25)

問１　エステル結合を含む物質を，次の①～⑤のうちから一つ選べ。　１　
①　クメン
②　サリチル酸メチル

③　ステアリン酸
④　6,6-ナイロン

⑤　ナフタレン

問２　互いに立体異性体の関係にある化合物の組が，次のａ～ｄの中に二つある。それらの組合せとして正しいものを，以下の①～⑥のうちから一つ選べ。　２　
ａ　構造が互いに鏡像関係にある一対の乳酸

ｂ　o-キシレンとp-キシレン

ｃ　シス-2-ブテンとトランス-2-ブテン

ｄ　エタノールとジメチルエーテル

①　ａ・ｂ
②　ａ・ｃ
③　ａ・ｄ
④　ｂ・ｃ

⑤　ｂ・ｄ
⑥　ｃ・ｄ

問３　ベンゼンに関する記述として誤りを含むものを，次の①～⑤のうちから一つ選べ。　３　
①　常温で液体であり，特有のにおいをもつ。

②　分子中のすべての原子は，同一平面上にある。

③　空気中で燃やすと，多量のすすを出す。

④　臭素水を加えると，臭素水の色がすぐに消える。

⑤　一つの水素原子をヒドロキシ基(ヒドロキシル基)で置き換えた化合物の水溶液は，弱酸性を示す。

問４　次の記述ａ・ｂに当てはまる反応を，以下の①～⑤のうちからそれぞれ一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

ａ　反応後の溶液を水酸化ナトリウム水溶液で塩基性にすると，塩基性の有機化合物が遊離する。　４　
ｂ　生成する有機化合物は，芳香族化合物ではない。　５　
①　
s\up 0(\A\ac\hs2(Cl2,
,光))[image: image1.emf] 
②　
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 eq \s\up 0(\A\ac\hs2(濃硝酸,
,濃硫酸))
④　
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 eq \s\up 7(\A\ac\hs2(KMnO4,
))
⑤　
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 eq \s\up 0(\A\ac\hs2(Sn,
,濃塩酸))
問５　次の化合物ａ～ｅの中で，以下の記述ア～ウに当てはまるものの組合せとして最も適当なものを，以下の①～⑥のうちから一つ選べ。　６　
ａ　エタノール
ｂ　ギ　酸

ｃ　アセトン
ｄ　ジエチルエーテル

ｅ　酢酸エチル

ア　銀鏡反応を示す。

イ　水に溶けやすい中性の化合物である。

ウ　水に溶けにくいが，水酸化ナトリウム水溶液を加えて加熱すると，反応して溶ける。

	
	ア
	イ
	ウ

	①
	ａ
	ａ
	ｄ

	②
	ａ
	ａ
	ｅ

	③
	ａ
	ｂ
	ｄ

	④
	ｂ
	ｂ
	ｅ


	⑤
	ｂ
	ｃ
	ｄ

	⑥
	ｂ
	ｃ
	ｅ


問６　炭素，水素，酸素のみからなり不飽和結合をもたない１価アルコールと安息香酸の反応により得られるエステルがある。このエステル15.0mgを完全燃焼させたところ，二酸化炭素39.6mgと水9.0mgが生じた。このエステル30gを完全に加水分解したときに生成するアルコールの質量は何gか。最も適当な数値を，次の①～⑥のうちから一つ選べ。　７　g

①　2.3
②　3.2
③　4.6
④　6.0
⑤　6.4
⑥　9.2
【解答４】　

問１　②
問２　②
問３　④
問４　(4)⑤　(5)①

問５　⑥
問６　⑥
【解説４】(配点 25)

官能基，異性体，芳香族化合物，エステル　(25点)

正解:
　１　　②
　２　　②
　３　　④
　４　　⑤


　５　　①
　６　　⑥
　７　　⑥

問１　正解は②。各物質中に含まれる官能基は，①ベンゼン環，②ベンゼン環・ヒドロキシル基・エステル結合，③カルボキシル基，④アミド結合，⑤ベンゼン環２つである。構造式はそれぞれ次のとおり。
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⑤　
[image: image15.emf]
問２　正解は②。
ａ　乳酸には不斉炭素原子があり，互いに鏡像関係にあるので光学異性体である。…(正)
ｂ　ベンゼン環に結合する２個のメチル基の相互の位置関係が異なり，構造異性体である。…(誤)
ｃ　二重結合に結合したメチル基の配置が異なる，幾何異性体である。…(正)
ｄ　原子のつながり方が異なる構造異性体である。…(誤)

構造式はそれぞれ次のとおり。

ａ

[image: image16.emf]CH

3

C

HOOC

OH

H



[image: image17.emf]CH

3

C

COOH

HO

H


ｂ

[image: image18.emf]CH

3

CH

3



[image: image19.emf]CH

3

CH

3


ｃ

[image: image20.emf]C C

CH

3

H H

H

3

C



[image: image21.emf]C C

H

CH

3

H

H

3

C


ｄ
CH3－CH2－OH
CH3－O－CH3
問３　正解は④。
① 融点5.5℃，沸点80℃，無色で特有のにおいをもつ，きわめて有毒な物質である。…(正)
② ベンゼンの６個の炭素原子は正六角形構造で，同一平面上にある。水素原子も同一平面上で，結合角はすべて120°となっている。…(正)
③ 組成式はアセチレンと同じで，炭素含有率が大きい。…(正)
④ ベンゼンの二重結合は芳香族性により安定なので，容易に付加反応を起こさない。鉄粉を触媒として反応させると，置換反応が起こりブロモベンゼンを生じる。…(誤)
⑤ フェノールであり，弱酸性である。…(正)
問４　正解はａ―⑤，ｂ―①。各反応で得られる物質は次のようになる。

① ベンゼン環の二重結合に対し，付加反応が起こり，ベンゼンヘキサクロリドが生成する。これは，芳香族化合物ではない。

② スルホン化が起こり，ベンゼンスルホン酸が生成する。

③ ニトロ化が起こり，ニトロトルエンが生成する。

④ メチル基が酸化され，安息香酸が生成する。

⑤ 還元反応により，アニリンが生成する。塩基性物質であり，水酸化ナトリウム水溶液により遊離することが可能。

①～⑤で生成した構造式はそれぞれ次のとおり。
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問５　正解は⑥。
ア　銀鏡反応を示すので，還元性のあるアルデヒド基が存在する。よって，ｂのギ酸が正しい。

イ　水に溶けやすいのはエタノール，ギ酸，アセトンである。ギ酸は酸性物質なので，正しいのはａのエタノールとｃのアセトン。

ウ　水にとけにくいのはジエチルエーテルと酢酸エチル。文章の内容はエステルの加水分解なので，ｅの酢酸エチルが正しい。

問６　正解は⑥。エステル15.0[mg]の完全燃焼より，このエステルの組成式はC9H10O2 (途中計算省略)

１価アルコールと安息香酸のエステルなので，酸素原子は２個。
よって，分子式も組成式と同じで，分子量は150となる。

アルコール中のアルキル基を－Rとすると，エステルの示性式はC6H5－COO－Rで表され，分子量から，アルキル基はエチル基と決定できる。よって，１価アルコールはエタノール。
エステル30[g]は0.2モルなので，加水分解によって生じたエタノールも0.2モル。
エタノールの分子量は46なので，求める数値は9.2[g]となる。
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